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内分泌代謝Update, 愛知県(⽇本), 2024/11/29-30.

国内学会発表 102 ⼟⽥由起, 瀧澤裕樹, ⻘⼭周平, 内⽥豊義, 福村由紀, 鈴⽊陽, ⻄郷佳奈⼦, 松本⽂彦, 綿⽥裕孝. チアマゾールの投与経路変更が周術期管理に有⽤であったバセドウ病の1例. 
第701回⽇本内科学会関東地⽅会, 東京都(⽇本), 2024/12/24.
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特別講演・
招待講演 1 綿⽥裕孝. 糖尿病の病態解明と治療法の進歩. 第29回⽇本⼩児・思春期糖尿病学会年次学術集会, 福岡県(⽇本), 2024/7/15.

特別講演・
招待講演 2 ⽥村好史. サイエンスとアート② 運動療法. 第11回JADEC年次学術集会, 京都(⽇本), 2024/7/20-21.


